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延岡の大人はみな
　子どもたちの先生
延岡市キャリア教育支援センター

延岡の大人はみな
　子どもたちの先生

グループディスカッション
進行役の佐藤　光 氏

日時場所：平成 31年 1月 26日（土）午前 10時～ 12時 30分　エンクロス 2階
対象：中学１・２年生 (生徒会役員・参加希望者 )　50名
内容：第 1部　延岡の産業を支える企業人による講話
　　　　　　　　講師：吉玉精鍍株式会社社長　　吉玉　典生　氏
　　　第 2部　関東から移住された親子による、延岡の魅力についての対話
　　　　　　　　講師 :堀川　叙奈さん・羅奈さん親子
　　　第 3部　参加者によるグループディスカッション
　　　　　　　　テーマ：「延岡の未来を作る私たちの役割」

　キャリア教育支援センターでは延岡を故郷として魅力を感じ、
誇りに思えるよう「よのなか教室」の開催を支援しております。今回は幅広く延岡の魅力を感じてもら
い、中学校での生徒会活動などの充実に寄与したいと考え、中学生フォーラムを企画しました。

　ふるさと教育推進事業「子どもたちに伝えたいこと」に延
岡市キャリア教育支援センターのコーディネーターが講師
として講話を行いました。教育委員会と連携して活動してい
ます。
　「人は何のために　働くのだろうか」と題して旭化成勤務
の時から現在に至るまでのご自身のキャリアを振り返りな
がら働く事、学ぶ事、自分の能力を活かす事などを熱く語り
かけました。生徒達も真剣に耳を傾けており、学びの姿勢が
素晴らしいものでした。

11月 28日　「よのなか先生：敷石 輝幸　氏」

「中学生フォーラム」 学校毎に参加申込みをお願いします　別便で案内

南方中学校1年生

　子どもたちが成長し、就く仕事は様々です。異なる
業種の 6 名の方からお話を聞きました。多様な生き
方、喜び、苦労、がありながらもそれぞれに価値ある人
生が待っている。そのことを大人の人から聞き、自分
の将来への展望が開かれるとありがたいです。

11月 22日恒富・旭中学校「よのなか教室」



産官学それぞれがキャリア教育の充実の必要性を感じる事が出来たフォーラムでした。

岡富中学校のふるさと学習の成果の発表　佐保先生 講師の働きかけで熱心に話し合う参加者。

翁長講師の提示された

考え方の変化

延岡市キャリア教育支援センター
〒882-0824 宮崎県延岡市中央通 3-5-1　延岡商工会議所内

電話 0982-33-6666 FAX 0982-33-6682

水永正憲　　080-4002-8167
mizmas228@gmail.com

敷石輝幸　　080-6410-5539
sate815@ma.wainet.ne.jp 

桑畑　拡　　090-4995-4209
chinon@hid.bbq.jp

産業人材の確保・育成を考える県北フォーラム
　企業や行政、学校、地域の関係者が出席し､次世
代を担う子供たちのキャリア教育の必要性やあ
り方を学びました。
　学校関係者 9名を含む 80名を超す参加者があ
り、会場は熱気に包まれていました。企業にとっ
て、人材確保と育成は喫緊の課題であり学校は子
供たちの明るい未来に向けてキャリア教育の充
実をどのように図るか実践と交流が求められて
います。　参加者の感想の一部を紹介します。
●なぜ働くのか？＝ありがとうが嬉しい､人との
役に立つ事が嬉しい、頼られたいと言う原点を思
い出した。
●私の中学校でも生徒が自分の将来について考
える事ができていないと感じる。産業界と教育界
が密に連携をとる必要性を感じた。
●地元の事業者として、若い人達に地元で仕事を
する喜びを発信しなければならないと強く感じ
た。
●延岡の中で生徒の夢を叶えられるように延岡
の魅力をアピールするなど努力が必要だ。
●産業界と教育界の協働がいかに重要かを再認
識しました。

第 5回マイ・トライ研修会 (12月 1日　県教育研修センター )

　アシスト企業2社と清武中学校の発表と討議が行われました。

　写真のようにグループで協議しながら､課題を共有できる研修

会でした。社員へのキャリア教育を充実し、生活の質を高め、

幸せを追い求める姿を学校に届ける。あこがれの対象になって

欲しい。

11月 30日

旭建設　黒木社長
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